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１.事件の背景	


　 ２０１３年10月28日に天安門前の歩道に自動車が突入
し、炎上、爆発した事件。５人が死亡、38人が重軽傷を
負った。30日、中国公安当局は一連の事件をテロ事件
と断定し、事件に関係したウイグル人容疑者5人を拘束
した。	




・ウイグル族と中国の関係性 
 
新疆ウイグル自治区 
	




・新疆ウイグル自治区のウイグル族はトルコ系民族でイス
ラム教を信仰し、ウイグル語を話、漢族とは外観も生活
習慣も異なる。 

 
・18世紀の清朝期に中国の版図に組み入れられたが、

1933、44年に独立政権「東トルキスタン共和国」が成立
が宣言されるなど、もともと独立傾向が強い。 

 
・1949年の中国成立後、55年に自治区が設置。党が漢

族の大量移住を推進し、自治区のウイグル族の人口は
半分以下になる。さらに、党が天然資源を独占し、学校
での中国語教育を強化。就職でも漢族優遇の傾向があ
る。 



 
 
 
 

強まる漢族支配に対して、 
独立運動や暴動が絶えない！	




２. 仮説	


①他の国内（今回の事例で言えば中国）に対する事件に
ついては、中国以外の国は、批判や意見を述べられな
いのではないか。 

　事実報道が多くなってしまうのではないか。 
 
②中国との関係性が報道の量や質に表れるのではない

か。 
	




３. 研究方法	

期間: 10月28日〜11月4日まで 
　※事件発生から一週間分の記事 
 
方法:　ドイツ、アメリカ、日本、韓国、中国の主要新聞（発

行部数が一番多いもの）を比較、考察する。 
 
比較対象 
①ビジュアル 
②タイトル 
③全体に占める記事の量 
④内容	




４.それぞれの国の新聞の分析結果 
	


 
 

ドイツ	




ドイツ（SÜDDEUTSCHE ZEITUNG）	


¢ ミュンヘンを中心にドイツ南部で読まれている	


¢ 発行部数：44万	


¢ 発行日：10月31日木曜日	


¢ POLITIK：政治面	


¢ 面：８	






　Anfangs hat sich China mit einer Bewertung des 
Tiananmen-Zwischenfalls 

  
　zurückgehalten, nun spricht die Polizei von einem 

Anschlag und nimmt fünf  
  
　Verdächtige fest, die aus die Unruhe Provinz 

Xinjiang stammen sollen. 
 
【概要】はじめ中国は今回の事件に関してのコメントを控え

ていたが、ようやく警察はコメントし、そしてXinijang出
身の容疑者を５人取り押さえた。	


 	


	




 
 

第一段落〜第二段落： 事件詳細	


 
第三段落： 事件が起きた背景	


→ウイグル族の現状と中国との関係	


 
第四段落： 中国のウイグル族研究者による	


コメント	


	




考察（ドイツ）	


 
　　あくまで事実報道	


→ウイグル族とは何かという事実確認	


　　　　　　　をしている点より	


 	


 
　　　：なじみの深い国ではないためか？	


 	


	




 
 

アメリカ	




アメリカ「The New York Times」 

・検索ワード ： Tianamen (天安門) 
 
・期間 : 10/28~11/4 (事件発生からの一週間) 
 
・Newsソース : The New York Timesのホームページ 
 
・写真のソース : プリント版のThe New York Times 
 
・記事の数 : 11(その内10本はworld欄、1本はgeneral欄) 
　*1本の記事はTwitterなどからの写真や投稿が中心の掲載であった。 
 
 



10/28 
1日目の記事	

	




10/29 
2日目の記事	




10/30 
3日目の記事	




記事のタイトルについて	


・最初の記事のタイトル “Beijing Crash May Be Tied to Unrest in Xinjiang” 
→この時点ではまだMayとなっているが、すでにXinjiang（新疆ウイグル地区） 
    との関わりが示唆されている。 
 
・基本的には事実を述べる形式のものが多い。 
→例) 5 people killed after Vehicle Crashes at Tiananmen Square 
           5 Suspects Are Held in Attack in Beijing 
 
・ただしその中でも、”Seeing a Turning Point for China’s Thinking on Terrorism” 
  などの表現も見られるようになってくる。 
 
	




全体としては、事実報道に近い形の記事が多い印象。 
ただし、その中でも、“中国の報道における隠蔽体質と、それに伴う不信感” 
というものは全体を通して見られる。 
 

 →ウイグルに対する抑圧政策に懐疑的？？ 
         アメリカとウイグルとのつながりがある？？ 
 
 
思ったよりも報道の数、量共に多かった。 
 

 →中国に対する関心は少なくはない。 
         ただし、やはり他の国で起きたこと、ということで、中国から流される情報 
         が中心。 
 

 →中国によるアメリカの懐疑的な報道に対する抗議後はそれに対する、 
      強めの報道も見られるようになった。 

 
	


考察（アメリカ）	

	




表現面の気付き	


証拠写真を消すこと、道路の封鎖の早さに関しては、どの記事でも書かれていた。 
→皮肉その①	


最初の記事の締めくくりの言葉 : “Don’t  worry. It will be over tomorrow” 
これは北京の警察の言葉として紹介された 
→皮肉その②	


“religious extremist message”は必ず””quotation markが使われていた。 
おそらく、中国当局がその内容は発表しないため？？ 

中国の情報開示の少なさや遅さに対しては、皮肉的に表現されていた。	




日本	




日本「読売新聞」 
・見出し比較	

10.29　朝刊　社会	
 「ドーン」直後に黒煙　天安門車炎上　地下鉄駅も

一時封鎖	


10.29   朝刊 一面	
 天安門前　車炎上　歩道に突入　５人死亡３８人負
傷　邦人も１人けが	


10.29　夕刊　一面	
 天安門前　車炎上　ウイグル族関与か　当局、テロ
対応で厳戒	


10.30　朝刊　外Ａ	
 現地のＮＨＫ　放送途切れる	


10.30　朝刊　外Ａ	
 観光再開　事件の痕跡なし	


10.30　朝刊　外Ａ	
 天安門　車炎上　中国「力で抑圧」徹底　習政権発
足１年控え	


10.30　朝刊　一面	
	
 天安門死傷　車に爆発物破片　当局テロの見方　８
人前後関与か	


10.30　夕刊　三面	
 天安門突入　「自爆テロ」で捜査　公安当局　毛沢
東肖像画狙う？	




10.31　朝刊　外Ａ	
	

	


天安門突入　北京　テロ再発厳戒　ウイグル族　無
差別調査	


10.31   朝刊 三面	
 ［社説］天安門突入事件　中国社会の不安定さが見
える	


10.31　朝刊　一面	
 天安門突入　ウイグル族か　５人拘束　新華社報道　
当局、テロ断定	


11.01　朝刊　外Ａ	
 世界ウイグル会議　中国当局の対応批判	


11.01　朝刊　外Ａ	
 天安門突入　ウイグル警戒強化　中国政権　記者
の取材阻止	


11.02　朝刊　二面	
 「国際テロ組織が指示」　ウイグル独立派　中国党
幹部が言明	


11.02　朝刊　二面	
 天安門突入　８人　ウイグル出身　中国報道　車内
にガソリン４００リットル	




11.3　朝刊　外A	
 「テロ」全容なお不明	


11.3  朝刊　外A	
 「息子が売った車　使われた」　天安門突入で拘束　
新疆自治区の両親ら証言	


11.4　朝刊　外A	
 新疆軍区司令官　常務委員を解任	


11.4　朝刊　外Ａ	
 北京、外来者の監視強化　テロ対策　市トップが指
示	




10月29日朝刊 
 
・事件当日の様子、 
被害者数など. 
 
・現場天安門がどのような場
所なのか 
 
・被害者へのインタビュー 
 
・厳重な警備体制 
	


・内容比較	




10月29日夕刊 
	

・ウイグル族の関与 
	

・中国政府の報道統制強化
→事件に対して神経質？	

	




10月30日朝刊 
・ウイグル族の関与の詳細 
・被害者のインタビュー 
・天安門付近の限界体制 
・政府の強硬案に対するウイ
グル族の反発 
 
・今後の政府の方針 
→さらに少数民族を力でねじ
伏せる 
 
・政府とウイグル族の関係（歴
史的背景） 
	




 
・周政権における騒乱やテロ事件、政府の強硬路線 
観光再会事件の痕跡なし→政府が事件を報道しない 
ウイグル会議の見解→政府を批判 
 
・共産党新聞を紹介し、北京の平穏さを強調している。と

紹介	


 
	




10月31日　朝刊 
 
・ウイグル族の５人を拘束 
当局がテロと断定、 
政府の迅速な対応 
→社会不安の拡大を防ぐ
周政権の狙いでは？ 
 
・ウイグル族を無差別調査 
 
・口を閉ざしてる自治区民 
 
・外国メディアの取材統制 
 
・今後のウイグル族の監視
を強化 
	




	


・ウイグル族を無差別調査	

	

・口を閉ざしてる自治区民	

	

・外国メディアの取材統制	

	

・今後のウイグル族の監視を
強化	

	




・１１月1日　朝刊 
世界ウイグル会議が中国当局を批判したことを紹介 
外国メディアに対する厳しい規制 
政府がテロ行動を批難 
 
・11月2日　朝刊 
中国政府がウイグル族の分離・独立派組織「東トルキスタ

ン・イスラム運動」（ＥＴＩＭ）の指示を受けた犯行と名言 
→周辺国との治安協力を強化し、国際世論も味方につけ

る狙い？ 
 
・11月4日　朝刊 
市トップが外来者の情報収集を強化するよう指示	




・10月31日　社説 
少数民族や漢族の格差社会への憤りを紹介 
中国社会の不安定化は進行 
 

。　習総書記が事件を踏まえ、社会安定に向けたいかなる
政策を打ち出すか、注視しなければならない。	




考察（日本）	


・非常に中国の情勢に対して関心が高い。 
・事実報道が中心であった。 
・社説で紹介→事件の関心が強い？ 
・中国の報道統制や少数民族の抑圧を指摘していた。 
・ウイグル族と中国当局との関係性を振り返り、ウイグル族

に対しての強硬策を紹介 
・批判、提言などはなし？ 
→ただし、世界ウイグル会議の批判的な見解を紹介する

など、中国の不安定さや厳しい情報規制に否定的な
ニュアンス。	




 
 

韓国	




韓国「朝鮮日報」	


¢ 検索期間　２０１３年１０月２８日～１１月８日 
¢ 検索語　　「天安門」 
¢ 全７件の記事の中で５件の記事が今回の事件に関するもので

あった。	




10月２９日の記事	


¢   中天安門広場にSUV突進… 
5人死亡 

¢ 国際面 
¢ ウイグルについては触れず事

実報道	




１０月３０日の記事	


¢  ・新疆(中国の自治区)で
3000km駆け付けて、中国心臓
部に突っ込む。公安"天安門で
車両突進して亡くなった2人はウ
イグル族、爆発物搭載の可能
性…自治区独立勢力のテロであ
ることも“ 

¢  ・ウイグルに関する記事になって
いる 



１０月３１日の記事	


¢ ウイグル自治区に関するコラム 
¢  10年前のウイグル自治区を訪れ

た時のことを回想 
¢ 直接的な批判はなし	




各記事のまとめ	


¢ 事実報道に加え、コラムもあった。 
¢ ウイグル自治区について言及しているものが多かった。	




考察（韓国）	


¢ ウイグル自治区への対応を直接的に批判する記事はな
く、ウイグル自治区に触れつつも、事実報道が中心。踏
み込まない姿勢が目立った。 

¢ 距離の近い国同士の複雑な関係が報道姿勢の要因と
なっているのではないか。 



 
 

中国	






¢  2013.10.29第4版	


¢ 見出し：『北京迅速处置一起吉普车冲撞天安門金水桥
事件』 

¢ 北京はすぐに天安門の橋にジープが衝突した事件を処
分した	


¢   	


¢ 記事に載っている画像は無し	


¢   	




¢  10月28日にジープが天安門広場に激突し、観光客や
警察が負傷した。	


¢ 北京は素早く対応し、救助作業を行う。	


¢ 午後1時9分には、正常な状態に戻った。	


¢ 負傷者、死者の内訳を発表。	


¢ 関連部門が事件を捜査中である。	






¢  2013.11.5第3版	


¢ 見出し：	


¢ 外務省の広報担当者は『10.28』事件を口実に中国の
民族・宗教政策を批判していると表明した	


¢  『中方对纵容恐怖分子强烈不满』 
¢ 中国はテロの容認に対して強く不満である	


¢   	


¢ 記事に載っている画像は無し	




¢ 外務省の広報担当者は、4日北京において、テロリスト
が黙認されていることに対して不満を表明した。CNNで
はテロリストに対する同情が示された。中国においては
宗教の自由を含め、あらゆる民族の権利を保護してい
る。テロは断固取り締まるべきである。テロ活動は悪であ
り、真の良識を持つ人であれば、こういったメディア報道
（CNN）に対して非難をすべきだろうと言った。	


 	




 
 
 
 
 
 
考察（中国） 

 
	
　情報統制のため、とにかく記事も内容も少ない。他国で
は盛んにウイグル族のことなどが報道されているのに対
して、そういった情報は全くない。共産党の機関紙だけ
に、政府を称賛したり、正当性を主張したりしている。	


　 
　犯人がウイグル族ではないかという記事が無いのに突然

民族の権利をきちんと保護しているという記事が出てく
るあたり、既に国民が完全に情報統制されている訳で
はないということも意識しているのではないだろうか。	




国（新聞）	
 ドイツ
（Süddeuts
che 
Zeitung）	


アメリカ
（The New 
York 
Times）	


日本（読売新
聞）	


韓国（朝鮮日
報）	


中国（人民日
報）	


掲載日	
 10月31日	
 10月28日〜
30日 

10月29日〜
11月4日 

10月29日〜
31日	


10月29日 
11月5日 

タイトル	
 Süddeutsch
e Zeitung	


Beijing 
Crash May 
Be Tied to 
Unrest in 
Xinjiang	


「ドーン」直
後に黒煙　
天安門車炎
上　地下鉄
駅も一時封
鎖	

	


※訳語 
中天安門広
場にSUV突
進… 5人死
亡	


北京迅速处
置一起吉普
车冲撞天安
門金水桥事
件	


記事のニュ
アンス	

	


事実報道	
 皮肉を交え
ながら、否定
的ニュアンス	


否定的ニュ
アンス	


否定的ニュ
アンス	


事実報道、
政府の称賛 
外国メディア
を批判	




５. 全体の考察	


・仮説の検証 
①他の国内（今回の事例で言えば中国）に対する事件に

ついては、中国以外の国は、批判や意見を述べられな
いのではないか。 

→日本、韓国、アメリカでは、批判や意見を直接的に述べ
ているわけではないが、中国の情報統制やウイグル族
への強硬姿勢に否定的なニュアンスが含まれている。 

　一方、ドイツに関しては事実報道が中心。 
 
　そもそも中国国内で生じた事件に関して、他国のメディ

アが強いニュアンスで報じることはできない。 
	




②中国との関係性が報道の量や質に表れるのではない
か。 

→・アメリカ、日本、韓国などの中国との関係性が非常に
高い国では、記事の量も非常に多い。 

　 ・中国の国内情勢がそのまま自分たちの国へと反映さ
れることもあるから。 

 
※ドイツの場合、報道の大半はEU関連の記事、次にアメ

リカ関連の記事で、アジア情勢に関する記事は優先度
合が低かった。 



・中国国内では、情報統制が非常に厳しく、政府を称賛し
たり、正当性を主張していた。 

 
→中国のこうした独裁的な政治形態は、メディアにも表れ

ていた。他の民主的な国とは違うところ。 
 
	



